
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   西 尾  段   

 

１  会 派 名  

  市 民 ク ラ ブ  

 

２  期   日  

  平成２９年７月１０日（月）～７月１１日（火）１泊２日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

山 形 県 遊 佐 町 （ １ 日 目 ）  

・ 少 年 町 長 と 少 年 議 会  

宮 城 県 石 巻 市 （ ２ 日 目 ）  

・ 災 害 時 の ト イ レ 対 策  

 

４  所 感 等   

①  山 形 県 遊 佐 町 は 面 積 約 ２ ０ ８ 平 方 ㎞ （ 流 山 市 の 約 ８ 倍 ） 、  

  人 口 約 １ ４ ， ２ ３ ７ 人 （ 流 山 市 の 約 ７ ． ８ ％ ） 。  

•少 年 議 会 、子 ど も 議 会 な ど 、模 擬 議 会 を 行 っ て い る 自 治 体 は

全 国 で １ ０ ０ を 超 え る が 、 少 年 町 長 （ 首 長 ） ま で 立 て て い

る 自 治 体 は 聞 い た 事 が 無 い 。  

•  少 年 町 長 、 少 年 議 会 と は 言 っ て も ２ 元 代 表 制 を 忠 実 に 実 行

す る わ け で は な く 、 少 年 町 長 は 少 年 議 会 の リ ー ダ ー 的 存 在

と し て 活 動 し て い る 。 こ れ は 実 際 の 議 会 と は 大 き く 異 な る

点 で あ る 。  

・ １ ５ 年 連 続 で 実 施 し 、 ４ ５ 万 円 の 予 算 を も っ て い る 。 そ の

予 算 で 実 施 で き な い 内 容 の 場 合 は 実 際 の 町 の 予 算 に 対 し て

補 正 予 算 を 組 ん で 執 行 し て い る 。 一 例 と し て 中 学 生 の 通 学

路 に 防 犯 灯 を 設 置 す る （ 実 地 検 証 も 学 生 の 利 用 者 が 実 施 ）

な ど 、 ２ ０ ０ 万 円 の 補 正 予 算 を 計 上 し た こ と が あ る 。  

・ 少 年 町 長 、 少 年 議 員 は 立 候 補 、 選 挙 、 投 開 票 を 実 際 の 議 員



と 同 様 に 実 施 し て い る 。 町 に は 県 立 高 校 １ 校 、 町 立 中 学 １

校 、 町 立 小 学 校 ５ 校 が あ る が 、 対 象 は 中 学 と 高 校 の み で 、

中 学 、 高 校 は 各 1 校 ず つ の た め 選 挙 を 行 い や す い 点 も あ る

と 思 わ れ 、 流 山 市 で 実 施 す る 場 合 は 課 題 に な る 可 能 性 が あ

る 。 た だ し 、 中 学 、 高 校 の ２ 校 で は あ る も の の 複 数 の 学 校

を 対 象 に 実 施 し て い る た め 選 挙 公 報 を 作 成 し て 立 候 補 者 の

情 報 を 周 知 す る な ど の 工 夫 を し て い る 。  

・ 実 際 に 議 員 と な る の は 、 部 活 な ど を 通 じ て 陽 の 目 を み な い  

生 徒 が 多 く 、新 た な 活 躍 の 場 と し て 成 果 が あ っ た と 思 わ れ

る 。  

・ 町 が か か え る 課 題 と し て 人 口 減 少 を 企 業 誘 致 に よ っ て  

歯 止 め を か け る こ と が あ げ ら れ る 。 そ の 中 で の 、 少 年 議 会  

の 役 割 は 、将 来 的 に 郷 土 に 愛 着 を も っ て も ら う と い う 狙 い  

が あ る 。  

・ そ れ ぞ れ の 自 治 体 の 事 情 が 異 な る た め 、 制 度 の 横 展 開  

で は な く 、 地 域 の 実 情 を ふ ま え な が ら 、 今 後 流 山 で も 実 現  

で き る よ う に 働 き か け を し て い き た い 。  

 

②   宮 城 県 石 巻 市 は 、未 曽 有 の 地 震（ 国 内 観 測 史 上 最 大 M9 . 0・

震 度 ６ 強 ） と 津 波 （ 最 大 8. 6 m 以 上 ） で の 想 定 外 の 災 害 規 模

に よ り 、 石 巻 市 は 直 接 死 者 数 3, 2 7 8 名 ・ 関 連 死 者 数 27 4 名 、

行 方 不 明 者 42 6 名 、合 計 3, 9 7 8 名（ 全 市 人 口 の 2. 4 7％ ）、被

災 住 家 が 全 市 住 家 の 約 7 割 の 53 , 7 4 2 棟 、う ち 約 4 割 の 22 , 3 5 7

棟 が 全 壊 と な っ た 大 災 害 と な り 、震 災 後 の 5 万 人 に 及 ぶ 最 大

時 避 難 者 が ２ ５ ０ ヶ 所 の 避 難 所 で の 生 活 及 び 、在 宅 避 難 者 ３

万 ７ 千 人 、合 計 全 市 人 口 の 半 分 を 超 え る 8 万 7 千 人 近 く の 人

が 、 不 便 な 緊 急 避 難 所 （ 設 備 不 十 分 な 自 宅 含 む ） で 生 活 を 送

っ た こ と と 推 察 で き る こ と か ら 視 察 先 に 選 択 し た 。  

特 に 避 難 所 あ た り ２ ０ ０ 人 か ら の 避 難 者 と い う 事 に な る

と 、 体 育 館 や 学 校 の 教 室 を 代 用 し 、 特 に 高 齢 者 、 要 保 護 者 、

障 が い 者 、女 性 や 子 供 た ち に と っ て は 楽 な 生 活 と は 言 え な い 。

又 、 特 に ト イ レ の 問 題 は 、 施 設 内 の 既 設 ト イ レ だ け で は 対 応

が む ず か し く 、 仮 設 ト イ レ の 屋 外 設 置 や 、 簡 易 ト イ レ で の 対



応 と な り 、 そ の 影 響 は 大 変 で あ っ た と 想 像 で き る 。  

下 水 道 も 破 壊 さ れ 、 市 内 各 所 の そ の 後 処 理 （ し 尿 処 理 ） も

含 め 、清 潔 な 衛 生 状 況 を 保 持 す る 事 は 至 難 の 技 で あ っ た と 考

え ら れ る 。  

石 巻 市 と 本 市 で は 、海 に 面 し た 立 地 な ど は 大 き く 異 な る が 、

人 口 規 模 な ど 大 き な 違 い が な い 緊 急 災 害 時 の 運 営 上 の 課 題

と し て 、 検 証 を 希 望 し た 。 な お 来 る ８ 月 １ ７ 日 （ 木 ） の 会 派

で シ ン ポ ジ ュ ウ ム「 災 害 時 の ト イ レ ど う し よ う in  流 山 」を

計 画 し て お り 、そ の 裏 付 け と し て 東 日 本 大 震 災 で 津 波 に よ る

大 被 害 を 被 っ た 「 石 巻 市 」 の 下 水 道 処 理 ・ 避 難 所 生 活 で の 最

大 の 課 題 『 ト イ レ 対 応 』 に つ い て 実 態 調 査 を 計 画 し た 。 事 前

に 質 疑 の 要 点 を 事 務 局 よ り 相 手 方 に 知 ら せ て 頂 い て 居 た お

陰 で 、 短 時 間 で は あ っ た が 、 順 序 良 く 回 答 は な さ れ た 。 た だ

当 時 の 被 災 状 況 の ビ デ オ 検 証 を お 願 い し た の で 、そ の 分 が 10

分 ほ ど 鑑 賞 で き た が 、 上 下 水 道 関 連 の 質 問 に 対 し 、 資 料 を た

く さ ん ご 用 意 い た だ い て の 説 明 が な さ れ た 。 避 難 所 運 営 ・ 仮

設 ト イ レ の 準 備 ・ 使 用 状 況 な ど は か な り 現 状 を 理 解 で き た が 、

質 疑 の 時 間 不 足 と な り 、 女 性 ・ 障 が い 者 ・ 高 齢 者 等 へ の 配 慮

体 制 や 反 省 事 項 な ど 質 疑 の 時 間 が 取 れ な か っ た 。 8 月 に 会 派

で 企 画 し て い る 「 災 害 時 ト イ レ ど う し よ う  i n  流 山 」 の シ

ン ポ ジ ュ ウ ム 開 催 準 備 に あ た り 参 考 に な っ た 。  

・石 巻 市 の 場 合 、宮 城 県 沖 地 震 を 想 定 し て 危 機 管 理 対 策 を 検 討  

し て い た た め 、 多 く の 想 定 外 の 事 情 が 発 生 し た 。  

・大 手 レ ン タ ル の 民 間 事 業 者 も 物 資 提 供 の 提 携 契 約 の 必 要 性 を

主 張 せ ず 、契 約 を 締 結 し て な か っ た た め 、実 際 の 災 害 時 に は 、

物 資 が 不 足 し た 。  

・ 教 訓 は 、契 約 を 民 間 事 業 者 と 結 ぶ こ と 、遠 方 の 自 治 体 と 災 害  

協 定 を 結 ぶ こ と に よ り 、 物 資 の 調 達 を 契 約 先 に 任 せ る こ と が  

可 能 。 そ の 結 果 自 治 体 職 員 は 被 災 者 の 直 接 的 支 援 に 集 中 で き  

る し 、 負 荷 の 軽 減 に つ な が る 。  

・ い ざ と な っ た 場 合 、地 元 の 事 業 者 が 役 に 立 っ た 。ま た 、国 や

県 、 他 の 市 町 村 か ら の 応 援 が と て も 有 難 か っ た 。  

・職 員 は 精 神 的 に も ダ メ ー ジ を 受 け る た め 、臨 床 心 理 士 に よ る  



ケ ア が 必 要 で あ っ た 。  

・ 現 在 で は 、被 災 地 支 援 と し て は 、そ の 土 地 の 商 品 を お 土 産 で

購 入 す る こ と が と て も 役 立 つ 。  

 

 

以 上  


